
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

– ●植栽帯   ： 連続桝 
●樹種     ： 高木 
●低木植栽 ： 有(道路状況に応じ無) 

●植栽帯    ： 単独桝 
●樹種      ： 小高木 
●低木植栽  ： 無(道路状況に応じ有) 

●植栽帯   ： 単独桝 
●樹種     ： 小高木 
●低木植栽 ： 無 
。 

●植栽帯   ： 無 
●樹種     ： 無 
●低木植栽 ： 無 

第 3 章 街路樹管理計画 第 4 章 整備基準 

伊丹市街路樹管理計画 （２/４） 

4-1 歩道幅員別整備基準 

整備区分—Ⅰ（2.5ｍ未満） 整備区分—Ⅱ（2.5ｍ以上 3.0ｍ未満） 

整備区分—Ⅲ（3.0ｍ以上 3.5ｍ未満） 整備区分—Ⅳ（3.5ｍ以上） 

計画に際し、歩道幅員別整備基準や一般部・交差点部の配置、並びに適切な樹種選定等の整備基準を設定します。 

整備前 整備後 

小高木 

小高木 

高木 

 
 

 

 
 
 
現況調査結果から大木化・老木化の進行がみられる路線を整備対象路線として再整備に着手すると共に、街路樹植

栽路線全体の道路の安全性を確保するため、効果的な維持管理を実施していきます。そして将来に渡り、街路樹の多
様な機能を発揮させ、安全・安心で快適な道路空間の提供を目指します。 

図 3-1 期待される効果（イメージ図） 

信号・標識 
支障 

狭小な歩道幅員 

枝葉の繁茂で 
見通し阻害 

建築限界に 
迫った枝葉 

民地に迫った 
枝葉 

電線接触 

大きくなり 
過ぎた樹高 

大きく広かった 
枝張 

過密な 
植栽間隔 

植栽基盤不良＝寿命の低減 
樹勢不良＝倒木の危険性 
樹形不良＝景観悪化 

枯枝・病虫害 
キノコ・腐朽 
開口空洞 
傾斜など 

根上り 

電線や民地と 
競合しない適切な 

クリアランス 

管理しやすい 
樹高 

すっきりした 
樹形 

生育限界の植栽基盤 

ゆとりのある歩道幅員 

見通しの良い 
歩車道 

適切な 
剪定 

信号・標識 
視認性確保 

適切な 
植栽密度 

道路空間との 
バランスが良い街路樹 

健全で 
生育良好な 
街路樹 

植栽基盤良好＝長寿命化 
樹勢良好＝倒木危険の抑制 

樹形良好＝景観向上 

平坦で安全な歩道 

適切な植栽基盤 

植栽帯の確保が困難  有効幅員の確保が困難 

道路構造令や道路の移動円滑化整備ガイドラインに基づき、車椅子が歩道内で円滑にすれ違うことが可能となる幅

員として、原則、その有効幅員を 2.0ｍ程度以上確保することを基準とし、整備区分をⅠ～Ⅳに設定します。その他、

道路特性なども考慮して整備を進めていきます。 

 

整備イメージ 

歩道狭小区間は、安全な通行が可能な

歩道幅員 2.0ｍを確保し、植栽しない 

整備イメージ 整備イメージ 

【管理目標】 未来へつなげる新たな魅力あふれる街並みづくり 

【基本方針】 ◆安全・安心な道路づくり  ◆都市の魅力づくり  ◆維持管理コストの抑制 

整備イメージ 


